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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源を搭載した回路基板を備え、同心の球面を備えた半球状のレンズとジョイントを、
前記回路基板を挟んでこれの両側に配置して成る光学モジュールと、
　前記光学モジュールを回動可能に保持するように、開口部が設けられたハウジングと、
　前記ハウジングの開口部周縁は、前記レンズの球面に当接し、該ハウジングに固定され
て前記ジョイントの球面に当接するサスペンションと、を有する照明装置において、
　前記レンズの球面に当接する前記ハウジングの開口部及び前記レンズの球面に弾性部材
を設けたことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記弾性部材は、前記ハウジングの開口部周縁と、前記レンズ球面の当接範囲に設けら
れていることを特徴とする請求項１記載の照明装置。
【請求項３】
　前記回路基板の周囲にリング状の電力供給ガイドを取り付け、前記レンズの球面に摺接
する円弧部を有して前記電力供給ガイドに当接する第１の電力供給端子を前記ハウジング
に固定するとともに、前記ジョイントと前記サスペンションを金属で構成し、前記サスペ
ンションに形成された第２の電力供給端子を前記ジョイントの球面に当接させたことを特
徴とする請求項１又は２記載の照明装置。
【請求項４】
　前記弾性部材は、防水用ラバーであることを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の
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照明装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全方向に回動可能な光学モジュールを備えた車両用ルームランプ等の照明装
置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、車両の天井に設置されるルームランプとして、光源及びレンズを備える光源部
（光学モジュール）を回転させることによって照射方向を変更可能としたものが特許文献
１等において提案されている。斯かるルームランプは、光源部を互いに直交する２つの回
転軸を中心として回転可能に支持することによって照射方向を自由に変更することができ
るようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－０８３７９２号公報
【特許文献２】特開２００９－０８３７９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来のルームランプにおいては、光源部を互いに直交する２つの回
転軸を中心として回転させる機構が必要であるために部品点数が増える他、厚さが厚くな
って全体に大型化するという問題があった。
【０００５】
　又、光源部の可動構造が２軸によって制限されているため、密閉防水機構の点数が増え
て構造が複雑化するという問題もあった。
【０００６】
　本発明は上記問題に鑑みてなされたもので、その目的とする処は、部品点数の削減と薄
型化を図ることができるとともに、密閉防水構造の簡略化を図ることができる照明装置を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、請求項１記載の発明は、
　光源を搭載した回路基板を備え、同心の球面を備えた半球状のレンズとジョイントを、
前記回路基板を挟んでこれの両側に配置して成る光学モジュールと、
　前記光学モジュールを回動可能に保持するように、開口部が設けられたハウジングと、
　前記ハウジングの開口部周縁は、前記レンズの球面に当接し、該ハウジングに固定され
て前記ジョイントの球面に当接するサスペンションと、を有する照明装置において、
　前記レンズの球面に当接する前記ハウジングの開口部及び前記レンズの球面に弾性部材
を設けたことを特徴とする。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明において、前記弾性部材は、前記ハウジン
グの開口部周縁と、前記レンズ球面の当接範囲に設けられていることを特徴とする。
【０００９】
　請求項３記載の発明は、請求項１又は２記載の発明において、前記回路基板の周囲にリ
ング状の電力供給ガイドを取り付け、前記レンズの球面に摺接する円弧部を有して前記電
力供給ガイドに当接する第１の電力供給端子を前記ハウジングに固定するとともに、前記
ジョイントと前記サスペンションを金属で構成し、前記サスペンションに形成された第２
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の電力供給端子を前記ジョイントの球面に当接させたことを特徴とする。
【００１０】
　請求項４記載の発明は、請求項１～３の何れかに記載の発明において、前記弾性部材は
、防水用ラバーであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１記載の発明によれば、光学モジュールをハウジングに対して全方向に回動させ
て照射方向を自由に変更することができ、光学モジュールを従来のように２軸回りに回転
させる必要がないため、構造が単純化して部品点数が削減されるとともに、大きな厚みを
必要としないために装置の薄型化が可能となる。
【００１２】
　又、光学モジュールを構成するレンズとジョイントを同心の球面を備えた半球状とした
ため、光学モジュールの姿勢に関係なく該光学モジュールの保持モーメントの方向は常に
一定に保たれるため、レンズとこれを保持するハウジングの開口部周縁とが常に円で接し
、ハウジングの開口部周縁に防水用ラバーを設けるだけの簡単な構成によってハウジング
と光学モジュールとの密閉と防水を確実に行うことができる。
【００１３】
　請求項２記載の発明によれば、レンズの球面にも防水用ラバーを設けたため、ハウジン
グと光学モジュールとの密閉と防水が一層確実になされる。
【００１４】
　請求項３記載の発明によれば、光学モジュールの姿勢に関係なく第１の電力供給端子と
電力供給端子及びジョイントと第２の電力供給端子との接触が確実になされ、これらを介
してＬＥＤへの給電がなされるためにワイヤーハーネス等を用いた配線が不要となり、給
電構造を簡素化することができる。又、ジョイントとサスペンションを金属で構成したた
め、ＬＥＤにおいて発生した熱をジョイントからサスペンションを経て周囲に放熱させる
ことができ、ＬＥＤの温度上昇を抑えて発光効率の低下を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る照明装置の直下照射時の状態を示す側断面図である。
【図２】本発明に係る照明装置の斜め照射時の状態を示す側断面図である。
【図３】本発明に係る照明装置の平面図である。
【図４】本発明に係る照明装置のサスペンションを取り外して示す平面図である。
【図５】本発明の変更例に係る照明装置の側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に本発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。
【００１７】
　図１は本発明に係る照明装置の直下照射時の状態を示す側断面図、図２は同照明装置の
斜め照射時の状態を示す側断面図、図３は同照明装置の平面図、図４は同照明装置のサス
ペンションを取り外して示す平面図である。
【００１８】
　本実施の形態１に係る照明装置１は、車両の天井に設置されるルームランプであって、
樹脂にて略円筒状に一体成形されたハウジング２によって光学モジュール３を全方向に回
動可能に保持して構成されている。
【００１９】
　上記光学モジュール３は、光源であるＬＥＤ４を搭載した円板状の回路基板５を備え、
同心（中心点Ｏが同一位置にある）球面を備えた半球状のレンズ６とジョイント７を前記
回路基板５を挟んでこれの両側（下側と上側）に配置して構成されている。ここで、回路
基板５には不図示の配線パターンが形成されており、その周囲には金属製の電力供給ガイ
ド８が固定されている。又、レンズ６は、透明樹脂によって構成されて回路基板５の下面
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に取り付けられており、ジョイント７は、導電性及び熱伝導性の高い金属によって構成さ
れて回路基板５の上面中心部に取り付けられている。
【００２０】
　前記ハウジング２の底部には円形の開口部２ａが形成され、この開口部２ａの周縁には
弾性部材である防水用ラバー９が取り付けられている。そして、ハウジング２の内部に収
容された光学モジュール３を構成するレンズ６の球面はハウジング２の開口部２ａの周縁
に前記防水用ラバー９を介して当接しており、該レンズ６の球面の一部はハウジング２の
開口部２ａから下方へ突出している。このようにレンズ６の球面が防水用ラバー９を介し
てハウジング２の開口部２ａの周縁に当接することによって、光学モジュール３はハウジ
ング２によって全方向に回動可能に保持されている。
【００２１】
　又、図３に示すように、ハウジング２の内周部の周方向３箇所にはブロック状の係止部
２Ａが周方向に等角度ピッチ（１２０°ピッチ）で一体に形成されており、これらの係止
部２Ａの中間には計３つの円柱状のボス２Ｂが周方向に等角度ピッチで一体に形成されて
いる。そして、各係止部２Ａには直線状の係止溝２ｂがそれぞれ形成され、各ボス２Ｂに
はネジ孔２ｃがそれぞれ形成されている。
【００２２】
　ハウジング２に形成された各係止部２Ａには金属製の第１の電力供給端子１０がそれぞ
れ固定されている。ここで、各第１の電力供給端子１０は、Ｖ字状に折曲成形されており
、その一端は光学モジュール３のレンズ６の球面に摺接する円弧部１０ａを成しており、
他端は折り曲げられて係止片１０ｂを構成している。そして、各第１の電力供給端子１０
は、その係止片１０ｂをハウジング２の各係止部２Ａに形成された係止溝２ｂに差し込ん
で係止することによってハウジング２に固定され、該第１の電力供給端子１０の円弧部１
０ａは光学モジュール３のレンズ６の鏡面に摺接し、該円弧部１０ａは電力供給ガイド８
に接触している。
【００２３】
　又、ハウジング２の上面開口部には円板状のサスペンション１１が取り付けられている
。このサスペンション１１は、導電性及び熱伝導性の高い金属によって構成され、図４に
示すように、その中心部には切り起こしによって３つの第２の電力供給端子１１ａが周方
向に等角度ピッチ（１２０°ピッチ）で形成されており、各第２の電力供給端子１１ａの
中心部に向かう先端部はジョイント７の球面に当接して光学モジュール３全体を下方に押
圧している。従って、光学モジュール３はハウジング２からの浮き上がりが第２の電力供
給端子１１ａによって防がれており、該光学モジュール３は全方向に回転可能な状態でハ
ウジング２内に収容されている。ここで、図４に示すように、サスペンション１１の周囲
には３つの円孔１１ｂが周方向に等角度ピッチで形成されており、サスペンション１１は
、各円孔１１ｂに挿通する不図示のネジをハウジング２の各ボス２Ｂに形成されたネジ孔
２ｃ（図４参照）にねじ込むことによってハウジング２の上部に取り付けられている。
【００２４】
　而して、以上のように構成された照明装置１において、第１の電力供給端子１０から電
力供給ガイド８、回路基板５、ＬＥＤ４、回路基板５、ジョイント７及び第２の電力供給
端子１１ａの順に電流が流れることによってＬＥＤ４が駆動されて発光するが、図１に示
すように光学モジュール３が垂直に保持されている場合には、ＬＥＤ４からの光Ｌはレン
ズ６を通過することによって拡散して真下の円形スポット状の照射エリアＡ１を照らす。
【００２５】
　そして、図１に示す状態から光学モジュール３を回動させて図２に示すように垂直に対
して傾斜させると照射方向が変えられ、ＬＥＤ４からの光Ｌはレンズ６を通過することに
よって拡散して真下からずれた照射エリアＡ２を照らす。このように光学モジュール３を
自由に回動させることによって照射方向を任意に変更することができるが、該光学モジュ
ール３の半球状のレンズ６とジョイント７の球面の中心点Ｏは同一位置にあるため、この
中心点Ｏを中心として光学モジュール３が回動し、この中心点Ｏの位置は不変であって、
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光学モジュール３の姿勢に関係なく該光学モジュール３の保持モーメントの方向は常に一
定に保たれる。このため、レンズ６とこれを保持するハウジング２の開口部２ａの周縁と
が防水用ラバー９を介して常に円で接し、ハウジング２の開口部２ａの周縁に防水用ラバ
ー９を設けるだけの簡単な構成によってハウジング２と光学モジュール３との密閉と防水
が確実になされる。
【００２６】
　又、光学モジュール３がどのように回動しても、第１の電力供給端子１０の円弧部１０
ａはレンズ６の球面に摺接し、該円弧部１０ａは電力供給ガイド８に常に接触するととも
に、第２の電力供給端子１１ａの先端部はジョイント７の球面に接触するため、ＬＥＤ４
への給電が常に安定的になされ、ワイヤーハーネス等を用いた配線が不要となり、給電構
造を簡素化することができる。
【００２７】
　以上のように、本実施の形態に係る照明装置１によれば、光学モジュール３をハウジン
グ２に対して全方向に回動させて照射方向を自由に変更することができ、該光学モジュー
ル３を従来のように２軸回りに回転させる必要がないため、当該照明装置１の構造が単純
化して部品点数が削減されるとともに、大きな厚みを必要としないために薄型化が可能と
なる。
【００２８】
　又、ジョイント７とサスペンション１１を導電性及び熱伝導性の高い金属で構成したた
め、ＬＥＤ４において発生した熱をジョイント７からサスペンション１１を経て周囲に放
熱させることができ、ＬＥＤ４の温度上昇を抑えて発光効率の低下を防ぐことができると
いう効果も得られる。
【００２９】
　尚、以上の実施の形態では、防水用ラバー９をハウジング２の開口部２ａの周縁だけに
取り付けたが、図５に示すように、２色成形等によってレンズ６の球面の所定範囲（ハウ
ジング２の開口部２ａ周縁への当接範囲）にも防水用ラバー１２を設ければ、両防水用ラ
バー９，１２によってハウジング２と光学モジュール３との密閉と防水が一層確実になさ
れる。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　本発明は、自動車、航空機、列車、船舶、建築、住居、オフィス、各種施設等のインテ
リア及びエクステリアと使用される照明装置に対して適用可能であって、照明装置は、座
席、天井、ドア、壁、その他の製品内で等、厚みに制約を受ける箇所への設置も可能であ
る。
【符号の説明】
【００３１】
　１　　　　　照明装置
　２　　　　　ハウジング
　２Ａ　　　　ハウジングの係止部
　２Ｂ　　　　ハウジングのボス
　２ａ　　　　ハウジングの開口部
　２ｂ　　　　ハウジングの係止溝
　２ｃ　　　　ハウジングのネジ孔
　３　　　　　光学モジュール
　４　　　　　ＬＥＤ（光源）
　５　　　　　回路基板
　６　　　　　レンズ
　７　　　　　ジョイント
　８　　　　　電力供給ガイド
　９　　　　　防水用ラバー（弾性部材）
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　１０　　　　第１の電力供給端子
　１０ａ　　　第１の電力供給端子の円弧部
　１０ｂ　　　第１の電力供給端子の係止片
　１１　　　　サスペンション
　１１ａ　　　第２の電力供給端子
　１１ｂ　　　サスペンションの円孔
　１２　　　　防水用ラバー
　Ａ１，Ａ２　照射エリア
　Ｌ　　　　　光
　Ｏ　　　　　レンズとジョイントの球面の中心点
 

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】



(7) JP 5417191 B2 2014.2.12

【図５】



(8) JP 5417191 B2 2014.2.12

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００７－１５４９９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１２９２８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００５－１２５８６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭６２－１９２９４６（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭６３－１８５７４６（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭６３－１８５７４７（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開平６－４２４１４（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２０１１－８８５６９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１１４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－８３７９４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｆ２１Ｓ　　　８／１０　　　　
              Ｆ２１Ｙ　１０１／０２　　　　
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